
第５学年社会科学習指導案

１．小単元名 「わたしたちのくらしをささえる情報 ～私たちをささえる情報ネットワーク～」

こんな子どもたちに

○ 災害時において，情報ネットワークが働くことに関心をもつようにし，それらについて意欲的に追究しようと

することができる。 （関心・意欲・態

度）

○ 福岡市をはじめとする諸機関が，情報ネットワークを活用して公共サービスの向上に努めていることから，情

報ネットワークが国民生活の維持と向上に役立っていることを考えることができる。 （思考・判断）

○ 福岡市をはじめとする諸機関の情報ネットワークの働きを調べ，考えの根拠を明確にしながら表現することが

できる。 （技能・

表現）

こんな単元のとらえ方で

《子どもの実態》事前アンケート結果から，子どもたちは，インターネットや携帯電話の情報を見たり，聞いたり

する術は得ている。家庭でインターネットやメールを活用していたり，携帯電話の所有率が高かったりすることか

らも見て取れる。３分の２の家庭において，インターネットや携帯電話から，天気予報・地図・おいしい店など様々

な情報を得ている。子どもたち自身も，音楽や芸能情報などを取得している。しかし，それらの情報がどのように

して自分のところへ届けられているのか，情報を得ることはどのような役に立っているのか，また，情報をどのよ

うに活用していけばいいのかについて，十分に理解するまでには至っていない。

《教材の価値》本小単元では，わたしたちの身の回りに情報が溢れているということと，多くの情報がわたしたち

の生活と大きく関わっていることを理解することをねらいとしている。

そこで，福岡県西方沖地震を取り上げる。福岡県西方沖地震は約5年前で，当時のことを保護者はもちろんのこ

と，約３分の２の子どもたちが今でも覚えている。そして，福岡県西方沖地震は，県民に情報を伝えるために，気

象庁が中心となり，各放送局，通信会社と連携した事例の一つである。この時の情報の流れや連絡方法などから，

災害時の情報ネットワークに目を向けることができる。そこから，情報ネットワークが，わたしたちの生活に大き

く関わっていることに気付き，重要性について考えることができる意義深い教材である。そして，情報化の進展に

より，国民生活が支えられていることをとらえ，多くの情報を得る際には，有効に活用すること，つまり様々な情

報から必要で，かつ信用できるものを取捨選択することの大切さを身に付けるようにしたい。

こんな活動で

《であう過程》

福岡県西方沖地震が起きたとき，なぜ，情報が伝えることができるのかと疑問をもたせ，学習問題につなぐため

に，当時の映像を提示する。次に，地震発生の時どんな情報がほしいのか考えさせ，「何が起きたのか知りたい。」

「どこに逃げればいいのか知りたい。」など思いを表出させる。さらに，当時流れた情報を提示することで，「なぜ

こんなに大きな地震なのに，わたしのもとに情報を伝えることができたのかな。」という疑問につなぎ，学習問題

をつくり，予想を考えさせる。

《さぐる過程》

災害時における情報ネットワークをとらえるために，予想の交流から行政・通信・報道に視点を分けて，調べさ

せていく。調べ学習の時には思考を整理させるために，ノートを活用し，「その資料が適切かどうか。」「その資料

は学習問題とどうつながっているのか。」と助言したり，同質のグループで考えを広めさせたり，深めさせたりし

て調べた視点から学習問題の答えを考えさせる。

《ふりかえる過程》

学習問題の答えを出すために，気象庁を中心として，各機関がつながり合っていることが分かるように各視点か

ら学習問題の答えを交流する。さらに，緊急地震速報が流れている映像を提示し，西方沖地震後，さらに情報ネッ

トワークの働きが向上したことに目を向けることができるようにする。



２．指導計画（全９時間）

過程 主な学習活動と内容 配時 自ら学びを進める子ども像 支 援

で

あ

う

１．福岡県西方沖地震をもとに，学習問題を

つくる。

（１）福岡県西方沖地震について，当時の

様子を思い出す。

・実体験

・保護者の話

・当時の資料

（２）地震発生の映像の資料などから，疑

問をもち，学習問題をつくる。

２．自分の予想を立て，その予想がより明確

になるように，調べる課題を決め，学習計

画を立てる。

（１）資料をもとに，根拠のある予想を立

て，交流する。

（２）自分の予想から，課題（調べていくこ

と）を明確にして，学習計画を立てる。

・調べる方法

・資料，本，インターネット，インタビ

ューなど

２

①

①

本

時

〇

組

２

①

①

○西方沖地震の時の

自分や家族の様子

を思い出し，発表す

ることができる。

○学習問題につなが

るような疑問をも

つことができる。

○資料をもとに，学習

問題の答えについ

て，予想を立てるこ

とができる。

○調べていく課題を

もつことができる。

○被災場所の写真や保

護者への当時の様子

のアンケートの資料

を提示する。

○学習問題につながる

ように，資料の提示

の仕方を工夫し，驚

きや疑問をもたせる

ようにする。

○予想をもつために，

根拠となるような資

料を提示する。

○課題を明確にするこ

とができるように，

視点ごとに交流を行

い，課題づくりの助

けとする。

学習問題

なぜ，短い時間で，わたしたちに情報を

送ることができたのだろう。

行政
・気象庁が中
心で情報を
流している
から。

・市役所が連
絡係となっ
て い る か
ら。

通信
・災害伝言ダ
イヤルを使
っているか
ら。

・携帯電話会
社が発信し
て い る か
ら。

報道

・各支局と連

絡を取って

いるから。

・新聞社が独

自に情報を

得ているか

ら。

行政

・市役所の役割

・国からの連絡

・ライフライン

とのつながり

・地域（美野島）

の防災組織

通信

・災害伝言ダイ

ヤル起動方法

・災害掲示板開

設の状況

・１７１

・ネットの利用

報道

・号外配布の

仕組み

・速報の速さ

・支局の役割

・他社との

つながり



さ

ぐ

る

ふ

り

か

え

る

３．様々な関係諸機関からの情報，インタビ

ューなどを使って調べ，まとめる。

（１）自分の課題に沿って調べ，表現物に

まとめる。

・色々な機関の資料・インタビューの内

容の資料

（２）3 つの視点に分かれて，学習問題の

根拠となりうるのか話し合う。

４．わたしたちが，災害時に短時間で情報を

手に入れることができるのはなぜなのか，

学習問題の答えをまとめる。

（１）それぞれ調べたことを発表し，交流

する。

（２）わたしたちが，災害時に情報を手に

入れることができるのはなぜなのか，

学習問題の答えをまとめる。

４

③

①

１

本

時

〇

組

○課題を調べ，まとめ

ることができる。

○友だちの発表と自

分の考えを比べて，

友だちの考えを取

り入れることがで

きる。

○調べたことを発表

し，学習問題の答え

を導き出している。

○学習問題の答えと

自分の考えをまと

めて書き表すこと

ができる。

○自分たちの生活は

情報ネットワーク

によって支えられ

ていることを考え

ることができる。

○地震の時の情報の流

れが分かる資料やア

ドレスなど準備して

おく。

○学習問題に振り返ら

せることで，考えが

ずれないようにさせ

る。

○調べたことを視覚的

に分かりやすく板書

し，情報ネットワー

クの働きが理解で

き，学習問題の答え

につながるようにす

る。

○わたしたちの生活に

大きく関わっている

ことをつかむことが

できるように，情報

化の進展が分かる資

料を提示する。

学習問題の答え

気象庁からの情報をもとに，いつでも行

政や通信会社や放送局が，情報を伝える情

報ネットワークをつくっているので，わた

したちに知らせることができます。おかげ

でわたしたちは安心してくらすことがで

きます。

行政
気象庁が

中心となっ
て，様々な機
関に連絡を
とっており，
国だけでな
く福岡県や
福岡市が，対
策本部を設
置して，いつ
でも情報を
伝えられる
体制をとっ
ているから。

通信
過去の教

訓を生かし
て，災害伝言
ダイヤルや
災害掲示板
を開設した
ことにより，
より多くの
人が情報を
発信したり，
受け取った
りすること
ができるよ
うになった
から。

報道
新聞社，放

送局共に，い
つも以上の
速さで情報
を伝え，支局
から情報を
得るだけで
なく，他社同
士でも情報
を交換しな
がらよりよ
い情報を伝
えているか
ら。



３．本時 ２／９

４．本時目標

○ 福岡県西方沖地震についての資料をもとに，地震の発生を即時に伝える取り組みについての

学習問題をつくり，予想をもつことができる。 （思考・判断）

５．本時指導の考え方

手立て１ 不安な気持ちの高まりに気付かせる映像資料の提示

（１） 防災センターでの地震体験の映像

震度６弱という地震の強さを想起させるために，防災センターでの地震体験の映像を提示す

る。映像資料を提示することで，その時の状況や体験中の表情等から，いかに落ち着いた状態

でいられないかを想起させやすくする。

（２） 地震発生時の状況が分かる映像資料の提示

普段では考えられない状況を目の当たりにして不安な気持ちが高まることを，驚きをもって

気付かせるために，地震が発生した時の映像資料を提示する。この資料からは，保育園の卒園

式の最中に地震が発生した瞬間，子どもたちを守ろうとする人々の様子や，不安な園児たちの

表情が読み取れる。映像資料を提示することで，不安な気持ちが高まる人々の思いに効果的に

気付かせることができると考える。

手立て２ 情報の伝わる早さについて疑問をもたせるための発問・資料提示

情報を流すことには正確さが必要であり，そのために情報を発信する人々の努力があるという前

単元での学習を想起させるために，「地震の情報は一体誰が流したのかな。」と問う発問を行う。そ

うすると学習経験より，「放送局の人々」という考えが出てくるだろう。そこで，地震発生時の放

送局の映像を提示する。このことで，「放送局も情報を流せる状況ではないのに，なぜ地震の情報

がすぐに流れているのだろう。」という疑問を持たせる。発問と映像資料より，情報の伝わる早さ

に注目させ，学習問題へとつなぎたい。

手立て３ 自分の思いを表出させるための時間の保証

自分なりの予想をもつことで追究していこうという意欲を持たせるために，「今日の学習で」を

書き，発表する時間を保証する。さらに，「どのようにテレビ局などに伝わっているのか，調べる見

通しをもてたね。」と，子どもの考えを価値付けることで，「○○について調べていこう。」という意

欲の高まりを図る。このことは，自分の予想がもてない子のヒントにもなり得ると考える。

目指す子ども像

わたしは，地震が起きたらその情報がテレビやインターネットなどですぐに伝わる仕組みが

あるから，わたしたちに情報を送ることができたと思います。なぜなら，地震が起きたことが

分かる機械があるということを聞いたことがあるからです。その機械から情報が送られるよう

になっていると思います。どのような仕組みがあるのか，これから詳しく調べていきたいです。

本時仮説

地震が発生したときに情報を送ることができたことについて，「なぜ」「どうして」という思

いをもつように，

① 不安な気持ちの高まりに気付かせる映像資料の提示

② 情報の伝わる早さについて疑問をもたせるための発問・資料提示

③ 自分の思いを表出させるための時間の保証

を行えば，学習問題をつくり，予想をもつことができるであろう。



６．本時展開

学習の活動と内容 支援

１．前時学習を振り返り，本時のめあてを知る。

２．資料や交流をもとに自分の思いを出し合い，

学習問題をつくる。

（１）西方沖地震のような状況になったら，

どのように思い，何の情報がほしいのか

話し合う。

（２）資料から驚きをもったことや疑問をも

ったことを発表する。

３．「今日の学習で」を書き，発表する。

○資料提示：防災センターでの地震体験の映像

地震の強さを想起させるために，実際に体験

した防災センターでの地震体験の映像を提示す

る。

○資料提示：地震発生時の状況がわかる映像

地震が発生した際に世の中がどのような状況

になるのかをとらえさせるために，福岡県西方

沖地震が発生した際の映像を提示する。

○交流活動：地震発生時の思いを交流する場

不安な状況の中での情報の必要性に気付かせ

るために，「何の情報がほしいのか」というテー

マで交流活動の場を設定する。

○資料提示：地震の情報が読み取れる資料

不安な状況の中，必要な情報を知ることで得

られる安心感に気付かせるために，当時出され

た津波注意報，気象庁発表の地震情報を提示す

る。

○発問：情報が伝わる時間について疑問を持た

せる発問

○資料提示：地震発生時の放送局の映像

情報を正確に伝えるためには放送局の人々の

努力があることを想起させるとともに，その放

送局でも地震の影響を受けていたことをとらえ

させるために，地震発生時の放送局の映像を提

示する。

○時間保障：自分の思いを表出させるための時

間

本時学習をふりかえり，追究していこうとい

う意欲を高めるために，「今日の学習で」を書く

時間を保証するとともに，予想について価値付

けていく。

学習問題

なぜ，短い時間で，私たちに情報を送るこ

とができるのだろう。

めあて

福岡県西方沖地震の資料から情報の伝わり方

について話し合い，学習問題をつくろう。

○○さんは聞いた話から機械に注

目したんだね。どのようにテレビ局

などに伝わっているのか，調べる見

通しをもてたね。

・ どのくらいの大きさの地震なの

か。

・ 家族や友達は無事なのか。

・ また大きな揺れがくることはな

いのか。

・ 自分の家はどうなっているのか。

わたしは，地震が起きたらその情報がテ
レビやインターネットなどですぐに伝わる
仕組みがあるから，わたしたちに情報を送
ることができたと思います。なぜなら，地
震が起きたことが分かる機械があるという
ことを聞いたことがあるからです。その機
械から情報が送られるようになっていると
思います。どのような仕組みがあるのか，
これから詳しく調べていきたいです。

・なんでこんなに早く伝えること

ができるの。

・なんで短い時間でいろいろなと

ころの情報が伝わるの。

これを見たり聞いたりして，どう

思ったかな。

・ １０時５７分に津波注意報

が発表されている。

・ １０時５９分に地震情報が

出ている。

・ 市や町のしん度がたくさん

わかっているからほっとす

る。

地震の情報は一体誰が流している

のかな。



３．本時□□□９／９□□□

４．本時目標

○ 情報ネットワークの働きで，わたしたちは安全・安心にくらすことができることを理解するこ

とができる。 （知識・理

解）

５．本時指導の考え方

手立て１ どの取り組みが大切なのか全体で考える交流活動の場の設定

大きな地震であったにもかかわらず，情報がわたしたちのもとに届くためには，各機関が協力し合

って，情報を伝え，ネットワークをつくっていることを理解させるために，各視点からの発表の後，

「大きな地震にもかかわらず，情報を届けるためには，どの働きが大切ですか。」と発問し，全体での

交流活動につなぐ。

全体で情報の流れについて，表現物や板書を活用して話し合う。子どもたちは，各視点からこだわ

った部分を交流する中で，共通点を見つけたり，違う点について話し合ったりする。さらに，全体の

つながりに気付いている子どもを意図的に指名することで，ネットワークがつくられていることに気

付かせることができると考える。

手立て２ 情報ネットワークが発展していることを理解させることができる資料提示

情報ネットワークが発展していることを理解させるために，緊急地震速報が流れている画像を提示

する。この資料からは，番組が流れている最中に，緊急地震速報が流れ，地震が起きる前に情報が流

れていることが分かる。つまり，災害からわたしたちの命を守るために，西方沖地震の時と比べて，

情報ネットワークが発展していることを理解することができると考える。

手立て３ 自分の生活と情報ネットワークとの関係について考えを表出させる場の設定

情報ネットワークがあることで，自分たちの生活がいかに守られているのか考えを表出させるため

に，板書をもとに，今日の学習を振り返る。さらに，「なぜ，わたしたちに情報を送ることができたの

か。」「情報ネットワークがあると，どんないいことがあるのか。」の２点を書く視点として与える。子

どもたちは，「今何が起こっているか分かると安心するから。」「どこに避難すればいいか分かると安心

するから。」と自分と情報ネットワークの関係について，よりいっそう考えることになる。さらに，「今

日の学習で」を発表させ，情報ネットワークがわたしたちの生活を支えていることをおさえる。

本時仮説

自分たちの生活が情報ネットワークに支えられていること理解させるために，

①情報ネットワークがつくられていることに気付かせるための発問と交流活動の場の設定

②情報ネットワークが発展していることを理解させることができる資料提示

③自分の生活と情報ネットワークとの関係についての考えを表出させる場の設定

を行えば，学習問題の答えを生かし，自分たちの生活が情報ネットワークによって支えられてい

ることに気付くだろう。

目指す子ども像

気象庁からの情報をもとに，いつでも行政や通信会社や放送局が，情報を伝える情報ネットワ

ークをつくっているので，わたしたちに知らせることができます。おかげでわたしたちは安心し

てくらすことができます。



６．本時展開

学習の活動と内容 支援

１．前時を振り返り，本時のめあてを知る。

２．学習問題の答えについて，全体で交流する。

（１）視点ごとに，学習問題についての考え

を発表する。

（２）全体で交流し，学習問題の答えを考え

る。

３．緊急地震速報が流れている画像から，情報

ネットワークが発展していることをつかむ。

４．「今日の学習で」を書き，発表する。

○調べたことや調べてできた考えを事前に把握し，補

助簿を作成しておく。

○自分の考えを付加・修正させるために，事前に考

えを把握し，意図的に指名する。

○つながりが見えるかどうか考えながら，発表を聞

き，矢印を板書しながら確認していく。

○交流活動・発問：どの取り組みが大切なのか全体

で交流活動を行う。

ネットワークをつくっていることを理解させる

ために，下記の発問を行い，交流活動を展開する。

○発表の際，表現物を投影したり，板書の図の矢

印の様子を押さえたりしながら，情報が伝わる

様子を考えさせる。

○資料提示：情報ネットワークの働きの大切さを実

感させる資料を提示する。

緊急地震速報が流れている画像を提示し，地震が

起きる前に情報が流れていることが分かるようにす

る。

○学習を振り返る場の設定：自分の生活と情報ネ

ットワークとの関係

について考えを表出

させる。

「なぜ，わたしたちに情報を送ることができた

のか。」「情報ネットワークがあると，どんないい

ことがあるのか。」の２点を書く視点として与え

る。

５年－６

めあて

なぜ，短い時間で，わたしたちに情報を送

ることができたか話し合い，わたしたちの生

活と情報ネットワークについて考えよう。

大きな地震にもかかわらず，情

報を届けるためには，どの働き

が大切ですか。

・行政の働き
・通信の働き
・報道の働き など

気象庁が素早く知らせるこ

とが大切だと思う。

情報が伝わるような仕組み

が大切だと思うよ。

・ お知らせする音を聞いたよ。

・ 地震が来る前に分かるなん

てすごい！

・今何が起こっているか分か

ると安心するから。

・どこに避難すればいいか分

かると安心するから。

気象庁からの情報をもとに，いつでも行政

や通信会社や放送局が，情報を伝える情報ネ

ットワークをつくっているので，わたしたち

に知らせることができます。おかげでわたし

たちは安心してくらすことができます。



私たちをささえる情報ネットワーク

７．板書計画

（２／９）

（９／９）

めあて

福岡県西方沖地震の資料から情報の伝わり方について

話し合い，学習問題をつくろう。

学習問題

なぜ，短い時間で，私たちに情報を送る

ことができるのだろう。

地震発生時の

写真

（保育園）

１０時５７分に津波注
意報が発表されてい
る。
１０時５９分に地震情
報が出ている。
市や町のしん度がたく
さんわかっている。

何が起きたの

どこで地震が起

きたのだろう。

家は無事かな。

また大きな地震

がきたらどうし

よう。

津波注意報

地震情報

安心

午後 10 時５３

分

こわい。

すごいゆれだ。

大人が子どもを守っている。

卒園式はどうなったの。

不安

知りたい！
情 報

わかった！

放送局の状況

４分

防災気象情報

気象庁 災害伝言ダイヤル起動 号外・速報

災害対策本部 インターネット 新聞社・放送局

わたしたちのもとへ

１０秒・全国の地震計から 通信会社判断即起動

号外の配布・役割 など

警戒宣言・内閣総理大臣

福岡市防災マップ など

情報ネットワーク

ブログ・双方向の情報

など

めあて なぜ，短い時間でわたしたちに情報を送ることができたか話し

合い，わたしたちの生活と情報ネットワークについて考えよう。

私たちをささえる情報ネットワーク

福岡県西方沖地震発生

電子メール・ヘリコプター

特派員 など


	第５学年指導案.pdf
	文書名toridasi

